
一

論
　

文

あ
ん
ま
り
人
を
ば
か
に
す
る
な
。
そ
の
話
自
体
が
お
も
し
ろ
け
れ
ば
絵
な
ん
か
な

く
て
も
、
ス
ラ
イ
ド
が
な
く
て
も
お
も
し
ろ
い
。
日
高
敏
隆
『
ぼ
く
に
と
っ
て
の

学
校
』
鷲
田
清
一
「
折
々
の
こ
と
ば
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
・
七
・
三
一
。

は
じ
め
に

　

明
治
日
本
に
始
ま
っ
た
幻
灯
文
化
を
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
に
最
盛
期
を
迎
え
た
英
国
の
幻
灯
文
化
か
ら
見
る
と
、
欧
米
か
ら
伝
播
し
た
幻
灯
は
取
捨
選

択
さ
れ
て
日
本
独
自
に
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
盛
ん
で
あ
っ
た
「
教
育
幻
燈
会
」
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

　

英
国
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
理
科
・
社
会
科
の
教
材
と
な
る
よ
う
な
種
板
と
と
も
に
、
教
育
・
啓
蒙
目
的
の
種
板
は
多
種
多
様
膨
大
で
あ
る
。
特
に
、

教
会
や
日
曜
学
校
で
用
い
る
宗
教
教
育
用
と
、
大
き
な
社
会
運
動
で
あ
っ
た
禁
酒
集
会
用
の
種
板
は
広
範
囲
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
、
カ
タ
ロ
グ
や
残
存

す
る
種
板
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
日
本
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
禁
酒
運
動
関
連
は
主
流
と
し
て
普
及
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

で
は
、
日
本
で
流
行
し
た
「
教
育
幻
燈
会
」
は
、
何
を
見
せ
て
教
育
し
た
の
か
。
明
治
日
本
の
「
教
育
幻
燈
会
」
が
ど
の
よ
う
に
構
想
さ
れ
た
か
を
、
見

せ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
＝
種
板
か
ら
再
構
成
を
試
み
、
日
本
の
幻
灯
文
化
の
独
自
性
を
探
り
た
い
。

　

明
治
日
本
が
推
進
す
る
近
代
化
に
お
い
て
、
教
育
は
か
な
め
で
あ
っ
た
。
教
育
推
進
の
た
め
に
欧
米
か
ら
導
入
さ
れ
た
教
育
用
品
の
一
つ
が
幻
灯
で
あ

る
。
一
で
は
幻
灯
の
主
に
英
米
か
ら
の
伝
来
・
伝
播
を
文
献
と
現
物
調
査
か
ら
概
観
す
る
。
二
で
は
、
教
育
目
的
に
用
い
ら
れ
る
幻
灯
、
英
語
で
云
う

"la
n

tern
 lectu

re"

幻
灯
講
義
に
相
応
す
る
邦
文
文
献
を
挙
げ
吟
味
す
る
。

　

各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
教
育
幻
燈
会
」
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
教
育
目
的
の
幻
灯
が
場
を
得
た
と
は
云
い
難
い
。
こ
の
場
合
の
「
教
育
」

幻
灯
が
明
治
の
人
に
見
せ
た
も
の　
　

英
米
か
ら
の
視
点
　
　

岩
　

田
　

託
　

子
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二

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
幻
灯
講
義"la

n
tern

 lectu
re"

と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
教
育
幻
燈
会
」
に
対
応
す
る
英
語
は
な
い
。

　

明
治
に
お
け
る
欧
米
由
来
の
幻
灯
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
石
井
研
堂
の
著
作
と
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
批
判
的
に
読
み
直
し
て
み
た
い
。

幻
灯
導
入
に
つ
い
て
は
『
明
治
事
物
起
原

（
１
）

』
を
典
拠
に
す
る
の
が
定
番
で
あ
る
。
読
み
物
シ
リ
ー
ズ
『
理
科
十
二
ケ
月

（
２
）

』
で
も
第
十
一
月
は
『
幻
燈
會
』
で

あ
る
。
科
学
装
置
全
般
に
興
味
を
持
っ
た
石
井
研
堂
で
あ
る
が
、
幻
灯
に
非
常
に
惹
か
れ
た
文
筆
家
で
も
あ
り
、
そ
の
筆
力
で
普
及
に
一
役
買
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
、
石
井
研
堂
が
幻
灯
を
「
新
式
」
と
「
教
育
」
に
二
分
し
た
こ
と
に
倣
い
、
三
・
四
で
分
け
て
考
察
す
る
。

　

教
育
目
的
の
幻
灯
は
導
入
以
来
、
日
本
の
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
大
き
な
分
野
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、「
教
育
幻
燈
」
の
可
能
性
を
確
認

す
る
こ
と
を
五
に
お
い
て
目
論
ん
で
い
る
。
六
で
は
、
そ
の
例
と
し
て
大
佛
次
郎
「
幻
燈
」
か
ら
在
り
方
を
考
察
し
た
い
。

凡
例

・
引
用
に
お
け
る
旧
漢
字
・
新
漢
字
は
原
典
ど
お
り
と
し
た
。
例
え
ば
「
幻
燈
」「
灯
灯
」
や
「
福
澤
」「
福
沢
」
な
ど
が
混
在
す
る
の
は
、
こ
の
理
由
に
よ
る
。

・
年
号
に
つ
い
て
は
、
西
暦
年
・
和
暦
を
必
要
に
応
じ
て
相
互
に
補
う
よ
う
に
併
記
に
努
め
た
。

・【
図
】、
別
表
一
、
二
は
本
編
末
掲
載
。

一
〈
明
治
に
お
け
る
幻
燈
の
伝
来
・
伝
播
〉

　

日
本
へ
の
幻
灯
輸
入
は
大
き
く
は
二
度
あ
っ
た
。
一
度
目
は
キ
ル
ヒ
ャ
ー
に
よ
る
幻
灯
発
明
後
の
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
で
、
鎖
国
に
あ
っ
て
も
オ
ラ
ン
ダ
に
門

戸
を
開
い
て
い
た
長
崎
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
東
で
は
「
写
し
絵
」、
西
で
は
「
錦
影
絵
」
と
し
て
、
日
本
独
特
の

幻
灯
芸
能
文
化
が
発
展
を
遂
げ
た
。
二
一
世
紀
に
お
い
て
も
、
東
の
み
ん
わ
座
と
西
の
池
田
組
は
、
復
活
・
継
承
し
な
が
ら
現
代
の
芸
術
と
し
て
国
内
外
で

上
演
し
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。「
写
し
絵
」
も
「
錦
影
絵
」
も
コ
ン
テ
ン
ツ
は
も
っ
ぱ
ら
娯
楽
で
あ
る
。
教
育
的
意
図
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

明
治
の
幻
灯
導
入
は
、
滞
在
先
の
米
国
あ
る
い
は
英
国
か
ら
手
島
精
一
（
一
八
四
九

－

一
九
一
八
）
が
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
、
と
す
る
石
井
研
堂
『
明
治

事
物
起
原
』
で
の
記
述
が
通
説
と
な
っ
た
。
た
し
か
に
手
島
は
岩
倉
使
節
団
に
通
訳
と
し
て
同
行
す
る
ほ
ど
で
、
帰
国
し
て
か
ら
は
工
業
教
育
に
精
魂
傾

け
、
ま
た
文
部
官
僚
と
し
て
働
き
が
あ
っ
た
。
教
育
目
的
の
幻
灯
輸
入
が
手
島
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
異
論
も

あ
る
。
教
育
博
物
館
館
長
を
務
め
（
一
八
七
七

－

一
八
八
八
、
明
治
十

－

二
一
年
）、「
文
部
省
か
ら
年
々
1
万
円
の
多
額
の
予
算
が
支
給
さ
れ
た
の
で
、
手

島
は
し
ば
し
ば
欧
米
の
博
覧
会
に
出
席
し
、
そ
こ
で
最
新
の
教
育
品
を
購
入
し
た

（
３
）

」
こ
と
か
ら
、
石
井
研
堂
説
よ
り
時
期
は
遅
く
な
る
が

（
４
）

、
幻
灯
機
・
種
板

も
教
育
博
物
館
館
長
時
代
に
持
ち
帰
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

幻
灯
機
と
と
も
に
手
島
が
持
ち
帰
っ
た
と
研
堂
が
記
す
種
板
「
天
文
十
七
枚
、
自
然
現
象
十
二
枚
、
人
身
解
剖
二
十
枚
、
動
物
二
十
一
枚
」
は
、
現
物
の
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所
在
が
定
か
で
な
い
だ
け
に
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

　

同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
枚
数
が
、
幻
灯
業
者
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ
に
後
に
も
残
る
。
こ
こ
か
ら
石
井
研
堂
説
の
肯
定
も
で
き
そ
う
だ
。
と
は
い
え
、
明
治
初
期

に
上
映
さ
れ
た
幻
灯
の
記
録
か
ら
異
同
を
確
認
す
る
と
、
種
板
に
つ
い
て
は
、
石
井
研
堂
が
手
島
由
来
と
し
た
も
の
以
外
の
伝
来
も
想
定
で
き
る
。

　

手
島
精
一
が
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
幻
灯
機
と
種
板
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
宝
物
で
は
な
く
、
複
製
が
奨
励
さ
れ
、
教
育
・
啓
蒙
の
役
割
を
広
く
日
本
で
果
た

す
使
命
を
帯
び
た
。
そ
の
結
果
、
類
似
品
を
扱
う
幻
灯
業
者
が
複
数
成
り
立
っ
て
い
た
。
例
え
ば
都
楽
カ
タ
ロ
グ

（
５
）

（
一
八
九
五
、
明
治
二
八
年
）
巻
末
広
告

【
図
1
】
に
紹
介
さ
れ
る
「
教
育
映
画
之
部
」（
映
画
は
投
影
さ
れ
る
も
の
、
こ
の
場
合
種
板
の
意
）
に
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
枚
数
が
石
井
研
堂
の
い
う
手
島

由
来
種
板
と
一
致
す
る
例
が
挙
が
る
。「
天
文
學
の
部
運
轉
付
」（
ハ
ン
ド
ル
で
回
転
さ
せ
る
様
式
）
一
七
枚
、「
天
變
地
異
自
然
現
象
」
一
二
枚
、「
人
身
生

理
解
剖
之
圖
」
二
〇
枚
、「
動
物
學
之
部
」
二
一
枚
と
、
手
島
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
を
意
図
を
く
ん
で
「
模
倣
」
し
つ
づ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

教
育
博
物
館
で
の
幻
灯
種
板
の
展
示
分
類
も
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
手
島
が
準
備
に
尽
力
し
館
長
を
務
め
た
教
育
博
物
館
で
は
、
第
一
室
第
十
一
函
に
幻

灯
機
自
体
の
説
明
が
あ
る
。
ま
た
種
板
の
意
味
で
「
映
畫
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
種
板
の
展
示
場
所
は
、
館
内
室
ご
と
の
テ
ー
マ
展
示
に
即
し
て
、

分
け
ら
れ
て
い
る
。
幻
灯
機
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
対
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
例
示
す
る
た
め
に
種
板
を
ま
と
め
て
第
一
室
に
展
示
す
る
、
と
い
う
方
針

で
は
な
く
、
種
板
は
そ
れ
が
表
す
も
の
に
従
い
次
の
よ
う
に
場
所
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
。

映
畫
ハ
欧
州
各
國
の
教
舎
等
あ
り
其
外
星
學
第
四
室
に
あ
り
生
理
学
第
六
室
中
の
比
較
解
剖
模
型
の
傍
に
あ
り
地
質
及
ひ
自
然
の
現
象
第
八
室
中

の
地
質
學
模
型
類
の
傍
に
あ
り
動
物
類
第
十
三
室
に
あ
り

（
６
）

（
傍
線
は
執
筆
者
）

　

各
々
の
枚
数
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
星
學
、
生
理
学
、
地
質
及
ひ
自
然
の
現
象
、
動
物
類
」
と
い
う
分
類
は
、
手
島
由
来
と
す
る
石
井
の
分
類
記

述
「
天
文
、
自
然
現
象
、
人
身
解
剖
、
動
物
」
に
順
序
を
変
え
れ
ば
相
当
す
る
。（
若
干
疑
義
を
記
す
が
、
内
部
之
図
【
図
2
】
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
第

十
三
室
は
魚
貝
類
で
あ
り
、
動
線
の
上
で
手
前
に
な
る
第
十
室
が
哺
乳
動
物
類
で
あ
る
だ
け
に
誤
記
を
疑
う
。）

　

そ
の
室
の
展
示
に
よ
っ
て
観
る
者
に
学
ば
せ
よ
う
と
す
る
、
理
解
の
一
助
と
種
板
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
室
ご
と
の
収
蔵
品
説
明
に「
映
畫
」

の
記
載
は
な
い
。
い
わ
ば
補
助
具
と
し
て
そ
こ
に
在
っ
た
の
だ
。
例
え
ば
、
第
四
室
〇

星
學
器
械
之
部
に
は
米
国
製
の
望
遠
鏡
と
、
望
遠
鏡
で
観
察
し
た
月

の
表
面
を
現
し
た
米
国
製
の
月
球
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
訪
れ
た
者
は
、
さ
ら
に
こ
の
場
で
色
彩
鮮
や
か
な
種
板
展
示
を
見
た
の
だ
。
天
体
の
形
状
・

配
置
、
蝕
な
ど
を
種
板
が
図
示
し
た
の
で
あ
る
。
第
六
室
「
比
較
解
剖
模
型
の
傍
」
に
あ
っ
た
「
生
理
学
」
種
板
も
、「
地
質
學
模
型
類
の
傍
」
に
あ
る
種

板
も
、
動
物
類
の
種
板
も
、
同
様
の
効
果
を
補
助
具
と
し
て
産
み
だ
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
全
体
方
針
の
も
と
で
幻
灯
機
自
体
が
展
示
さ
れ
た
の
が
第
一
室
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
来
客
を
歓
迎
す
べ
く
「
映
畫
」
も
ま
た
効
果
的
に
並
べ
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四

た
は
ず
だ
。
引
用
冒
頭
傍
線
部
「
欧
州
各
国
の
教
舎
等
」
は
、
ど
こ
に
展
示
さ
れ
た
か
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
第
一
室
に
展
示
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
手
島
精
一
本
人
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
（
一
八
七
六
）
の
た
め
の
渡
米
と
そ
の
後
の
欧
州
行
の
記
録
を
、
お
そ
ら
く
は
自

前
の
種
板
で
見
せ
た
よ
う
な
の
だ
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
三
月
一
三
日
に
文
部
省
内
で
教
育
に
お
け
る
幻
灯
利
用
が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た

（
７
）

。
そ

の
際
に
六
演
目
中
の
第
三
「
教
育
等
に
關
ス
ル
建
物
ノ
部
」
説
明
者
と
し
て
手
島
精
一
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
上
記
引
用
冒
頭
傍
線
部
「
欧
州
各
国
の
教

舎
等
」
と
は
、
こ
の
「
教
育
等
に
關
ス
ル
建
物
ノ
部
」
に
相
当
す
る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
云
え
ば
、
教
育
錦
絵
「
学
校
技
芸
寿
語
禄
」（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
製
作
年
不
明
）
の
幻
灯
【
図
3
】
が
映
す
の
は
欧
米
の
「
教
舎
」

と
見
る
。

　

そ
し
て
後
に
は
複
数
の
幻
灯
業
者
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ
が
、
題
目
と
枚
数
が
「
其
外
」
四
種
に
一
致
す
る
種
板
を
掲
載
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
題
目
に
も

並
び
に
も
ズ
レ
も
あ
り
、
継
承
は
単
線
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
み
よ
う
。
手
島
は
、
文
部
省
勤
務
・
教
育
博
物
館
館
長
・
博
覧
会
関
連
の
重
鎮
・
工
業
教

育
の
推
進
者
で
あ
り
、
幻
灯
文
化
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
き
か
っ
た
に
し
ろ
、
初
期
輸
入
に
関
わ
っ
た
複
数
経
路
の
う
ち
の
著
名
な
一
人
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

種
板
の
現
存
例
を
調
査
し
た
の
は
次
の
四
ヶ
所
で
あ
る
。
1
．
京
都
大
学
総
合
博
物
館
　

2
．
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
　

3
．
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念

演
劇
博
物
館
　

4
．唐
澤
博
物
館
。

　

3
．に
つ
い
て
は
す
で
に
二
〇
一
五
年
に
展
示
も
あ
り
書
物
に
ま
と
め
ら
れ
た

（
８
）

。
4
．唐
澤
博
物
館
に
つ
い
て
は
二
〇
一
九
年
一
〇
月
第
一
回
調
査
に
お
い

て
、
2
．
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
品
と
重
な
り
も
多
い
美
品
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
精
査
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
な

ど
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
日
本
カ
メ
ラ
博
物
館
中
島
待
乳
関
連
資
料
中
一
一
枚
の
種
板
も
、
同
様
の
事
情
で
未
見
の
ま
ま
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
調
査
を
経
て
報
告
し
た
い
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
1
．京
都
大
学
総
合
博
物
館
、
2
．大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
で
の
調
査
を
も
と
に
考
察
す
る
。

　

特
に
、
2
．
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
、
石
井
研
堂
が
手
島
由
来
と
す
る
四
種
「
天
文
、
自
然
現
象
、
人
身
解
剖
、
動
物
」
の
う
ち
、

「
人
身
解
剖
」、「
動
物
」
の
ほ
ぼ
全
て
の
種
板
に
は
文
字
情
報
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
2
．
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
を
基
準
と
し
、
他
の
例
を
照

ら
し
合
わ
せ
る
基
準
と
す
る
。【
別
表
一
】
比
較
対
象
と
し
て
用
い
た
幻
灯
業
者
の
販
売
用
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
は
、
都
楽
広
告
な
ら
び
に
入
手
可
能
な
中

で
最
も
古
い
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
（
吉
澤
商
店
『
幻
燈
器
械
及
映
画
並
ニ
活
動
写
真
器
械
及
附
属
品
定
価
表
』
明
治
三
十
八
年
十
二
月
改
正
　

第
十
五
版
、
ゆ
ま

に
書
房
復
刻
版
を
以
下
こ
の
よ
う
に
記
す
）
に
言
及
し
て
い
る
。

1
．京
都
大
学
総
合
博
物
館
（
調
査
日
二
〇
二
一
年
七
月
二
八
日
）

　

「
学
術
標
本
の
名
称
　

幻
灯
器
の
ス
ラ
イ
ド
（3

0
0
0
5
6
0

、
明
治
一
九
年
）
二
〇
点
」
は
教
育
目
的
の
幻
灯
講
義
用
種
板
で
あ
り
、
内
訳
は
「
天
文
」
と
「
人
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五

体
」
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
製
種
板
は
木
枠
が
つ
き
、
繰
り
返
し
の
使
用
に
耐
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
天
文
」
で
は
二
枚
の
種
板
が
一
つ
の
木
枠
に
収
め

ら
れ
て
い
た
り
、"slip

p
er"

（
滑
ら
す
タ
イ
プ
）
の
仕
掛
け
を
仕
組
ん
だ
も
の
も
あ
り
、
枚
数
の
数
え
方
に
差
異
が
で
る
が
、
木
枠
の
数
は
「
天
文
」
九
枚

「
人
体
」
四
枚
の
計
一
三
枚
で
あ
る
。
幻
灯
上
映
に
あ
た
っ
て
の
説
明
な
ど
文
字
情
報
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
も
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
種
板
と
重
な
る
の
で
、
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
品
の
文
字
情
報
か
ら
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
の
「
廻
轉
器
付
」
天
文
種
板
の
一
枚
で
あ
る
。
英
語
で
は"ra

ck
 slid

e"

と
呼
ぶ
タ
イ
プ
で
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
と
種
板

が
回
転
す
る
。
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
品
【
図
4
】
に
は
大
陸
・
大
洋
の
名
称
が
漢
字
で
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
日
本
で
製
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
愛
珠
幼
稚
園
蔵
【
図
5
】
は
色
分
け
な
ど
に
模
倣
性
が
あ
る
が
、
書
き
込
み
文
字
は
な
い
。
漢
字
情
報
を
提
供
す
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

2
．大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
（
調
査
日
二
〇
一
九
年
二
月
二
五
日
、
六
月
一
八
日
）

　

以
下
は
、「
幻
燈
明
治
二
十
年
六
月
」（
一
八
八
七
）
の
箱
書
が
あ
る
幻
灯
機
と
種
板

（
９
）

を
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
で
調
査
し
た
報
告
で
あ
る

）
10
（

。

　

商
都
大
阪
の
中
心
に
北
船
場
町
会
の
肝
煎
り
で
、
愛
珠
幼
稚
園
は
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
開
か
れ
た
。
幼
稚
園
創
設
は
日
本
で
四
番
目
、
木
造
校

舎
が
最
古
の
園
舎
と
し
て
今
も
残
る

）
11
（

。

　

ま
ず
幻
灯
機
に
つ
い
て
は
【
図
6
】
金
属
に
漆
で
あ
ろ
う
塗
装
を
施
し
た
日
本
製
、
池
田
都
楽
幻
燈
舗
製
に
倣
う
手
作
り
品
と
み
な
さ
れ
る
。
光
源
は
石

油
ラ
ン
プ
で
、
煙
・
熱
を
逃
す
煙
突
が
立
派
で
あ
る
。
ネ
ジ
な
ど
各
種
部
品
に
も
、
作
成
者
の
技
術
力
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
外
国
由
来
の
教
育
品
に
つ

い
て
、
国
内
で
の
模
倣
・
複
製
化
が
奨
励
さ
れ
た
な
か
、
こ
れ
は
一
つ
の
到
達
例
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
幻
灯
機
は
、
英
国
で
上
映
者
が
依
頼
を
受
け
て
現
場
に
持
ち
運
ぶ
出
張
用
の"sh

o
w

m
a
n

's la
n

tern
"

「
興
行
幻
灯
機
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
大
き

な
会
場
に
据
え
つ
け
る
重
厚
な
幻
灯
機
で
は
な
く
、
ま
た
、
家
庭
で
楽
し
む"to

y
 la

n
tern

"

「
お
も
ち
ゃ
幻
灯
機
」
で
も
な
い
。
こ
れ
は
都
楽
製
造
の
幻
灯

機
の
模
倣
で
あ
ろ
う
が
、
都
楽
は
英
国W

.C
.H

u
g
h

es

の"M
eta

m
o

rp
h

o
ser"

タ
イ
プ
を
模
倣
し
た
、
と
い
う
系
譜
に
な
る

）
12
（

。

　

種
板
に
つ
い
て
は
、
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
品
の
大
半
は
市
販
品
を
模
倣
し
て
描
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
一
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
作
成
し
た
と
推
察
す
る
が
、
原
作

が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
人
体
・
動
物
に
つ
い
て
は
4
．
唐
澤
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
種
板
が
原
作
市
販
品
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
自
然
現
象
「
十　

龍
騰
水
」
の
原
作
市
販
品
は
3
．早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
に
鶴
淵
幻
燈
舗
製
品
の
収
蔵
記
録
が
あ
る

）
13
（

。
広

く
一
般
に
流
布
し
た
も
の
の
複
製
品
が
愛
珠
幼
稚
園
に
収
蔵
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　

模
倣
は
手
島
精
一
が
推
進
し
た
こ
と
で
、
そ
の
成
果
の
幻
灯
機
・
種
板
が
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
る
点
で
、
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
品
は
貴
重
で
あ

る
。

　

以
下
に
特
徴
を
ま
と
め
る
。
英
語
の"slid

e title" 

に
あ
た
る
種
板
の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
を
第
一
の
比
較
対
象
と
し
、
各
項
目
丸
括
弧
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六

内
枚
数
は
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
石
井
研
堂
が
手
島
由
来
と
し
た
幻
灯
枚
数
と
一
致
し
て
い
る
。

①
天
文
（
一
七
枚
）
愛
珠
一
七
枚
。
木
枠
に
番
号
・
タ
イ
ト
ル
・
説
明
書
き
の
あ
る
も
の
が
二
枚
あ
る
。
文
字
情
報
の
な
い
も
の
が
一
六
枚
。
判
然
と
し
な

い
一
枚
を
除
く
と
天
文
一
七
枚
所
蔵
と
数
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
ガ
ラ
ス
種
板
二
枚
が
仕
組
ま
れ
た
木
枠
が
三
枚
あ
り
、
細
工
種
板
へ
の
試
み
も
う
か
が
え
る
。
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
で
は
、「
廻
轉
器
付
」
で
は
値
段
が

ほ
ぼ
倍
額
に
な
る
。

　

墨
書
を
頼
り
に
同
定
を
試
み
る
。
吉
澤
「
第
一
〇
　

彗
星
ノ
軌
道
」
が
愛
珠
「
第
拾
五
太
陽
系
中
彗
星
軌
道
」
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。「
…
地
球
ヨ
リ
観

望
ス
ル
ノ
特
二
固
…
大
小
の
見
ル
ノ
図
」
と
説
明
も
あ
る
。
吉
澤
「
第
一
一
　

大
熊
　

ウ
ル
サ
マ
シ
ョ
ー
ル
」
は
、
愛
珠
「
第
拾
七
」
に
あ
た
り
、
説
明
「
星

学
者
ノ
天
体
ヲ
測
量
ス
ル
ニ
其
標
準
ト
セ
ル
星
ハ
大
熊
ノ
形
状
ノ
コ
ト
ク
排
列
ス
ル
ヲ
以
て
…
名
ア
ル
ヲ
示
ス
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　

吉
澤
カ
タ
ロ
グ
と
の
関
連
性
は
他
の
種
板
に
関
し
て
も
推
察
さ
れ
う
る
が
、
図
の
提
示
が
前
提
で
あ
る
だ
け
に
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
以
上
の

示
唆
に
と
ど
め
る
。

②
自
然
現
象
（
一
二
枚
）
愛
珠
四
枚
。
　

う
ち
三
枚
は
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
に
一
致
す
る
。
三
珊
瑚
礁
、
一
〇
龍
騰
、
一
三
依
蘭
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
ノ
爆
発
泉

で
あ
る
。
一
三
に
関
し
て
は
、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
間
欠
泉
」
ゲ
イ
シ
ー
ル
を
指
し
て
い
る
が
、
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
の
誤
記
と
同
調
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

愛
珠
幼
稚
園
蔵
種
板
も
誤
記
で
あ
る
。
番
号
の
な
い
一
枚
に
は
タ
イ
ト
ル
「
日
輪
ノ
重
出
」
と
あ
り
、
説
明
文
も
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
が
、
三
原
親
輔
『
幻

燈
應
用
自
然
現
象
説
明
書
』（
明
治
二
二
）
一
八
八
九
、
第
一
「
日
輪
ノ
重
出
」
の
説
明
の
引
き
写
し
で
あ
る

）
14
（

。
本
書
に
は
「
十
二
氷
國
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）

ノ
爆
發
泉
」
と
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
誤
記
は
な
い
。
愛
珠
幼
稚
園
蔵
自
然
現
象
種
板
に
関
し
て
は
、
付
番
も
含
め
て
単
一
系
統
で
は
な
い
よ
う
だ
。
こ

れ
よ
り
早
い
出
版
物
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
参
考
に
し
た
『
幻
燈
應
用
自
然
現
象
説
明
書
』
の
出
版
は
、
幻
灯
機
箱
書
き
の
二
年
後
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
式
は
市
販
品
で
な
い
だ
け
に
幼
稚
園
が
購
入
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
幼
稚
園
へ
の
寄
贈
と
推
察
す
る
。

③
人
身
解
剖
（
二
〇
枚
）
愛
珠
一
九
枚
。
　

吉
澤
カ
タ
ロ
グ
の
「
第
二
（
人
體
ノ
骸
骨
）
同
背
面
」
と
「
第
三
　

脊
梁
骨
等
」
が
愛
珠
幼
稚
園
に
は
欠
け
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
吉
澤
に
は
な
い
「
三
髑
髏
ア
タ
マ
ノ
ホ
子
」
が
あ
り
、
総
計
は
一
九
枚
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
で
詳
述
す
る
マ
カ
リ
ス
タ
ー

"A
 B

rief E
ssa

y
 o

n
 A

n
a
to

m
y
"

の
小
林
義
直
譯

）
15
（

中
に
「
二
　

人
の
頭
骨
」
と
あ
り
、
相
当
す
る
。
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
品
は
マ
カ
リ
ス
タ
ー
系
で
あ
ろ
う
。

④
動
物
（
二
一
枚
）
愛
珠
二
一
枚
。
　

吉
澤
カ
タ
ロ
グ
と
照
合
す
る
と
番
号
が
ず
れ
て
い
る
が
相
当
す
る
。
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
の
動
物
二
〇
枚
は
誤
記
で
あ

り
、
実
質
通
し
番
号
で
は
二
一
枚
で
あ
る
。【
図
7
】

　

愛
珠
幼
稚
園
の
番
号
の
な
い
一
枚
は
カ
ン
ガ
ル
ー
有
袋
類
を
描
い
て
お
り
、
幼
稚
園
の
通
し
番
号
で
は
欠
番
の
九
番
に
あ
た
る
と
仮
定
し
、
吉
澤
の
三
番

袋
鼠
に
相
当
す
る
と
整
理
す
れ
ば
、
合
致
す
る
。

　

種
板
の
比
較
検
討
の
今
後
の
注
目
点
と
し
て
気
づ
い
た
二
点
を
挙
げ
て
お
く
。
一
【
図
8
】
愛
珠
幼
稚
園
蔵
五
熊
類
は
、
松
の
木
を
描
い
て
い
る
。
松
は
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七

こ
の
作
成
者
の
創
案
だ
ろ
う
か
。
二
【
図
9
】
愛
珠
幼
稚
園
蔵
一
五

は
鹿
の
仲
間
を
描
き
な
が
ら
、
ト
ナ
カ
イ
を
走
ら
せ
る
サ
ン
タ
ら
し
き
遠
景
が
描
か

れ
る
。
理
科
教
材
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
混
じ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
点
は
こ
の
作
成
者
の
創
案
な
の
だ
ろ
う
か
。
以
上
二
点
は
唐
澤
博
物
館
所
蔵
品
と
照
合
予

定
で
あ
る
。

二
〈
教
育
幻
燈
会
以
前
の
幻
燈
講
義
〉

　

「
教
育
幻
燈
会
」
の
始
ま
り
を
新
聞
か
ら
探
る
と
、『
読
売
新
聞
』
紙
上
で
は
浅
草
井
生
村
楼
で
の
「
日
本
教
育
幻
燈
会
」
広
告
（
一
八
八
五
年
二
月
三
日

朝
刊
）
を
皮
切
り
に
、「
帝
国
教
育
幻
燈
会
」「
衛
生
講
談
幻
燈
会
」「
改
良
幻
燈
会
」
と
名
称
も
様
々
に
運
営
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
教
育
幻
燈
会
」
の

例
と
し
て
は
一
九
〇
八
年
三
月
三
〇
日
を
最
後
の
例
と
す
る
。
こ
の
間
、
特
に
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
や
磐
梯
山
噴
火
・
三
陸
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
を
見

せ
た
幻
灯
会
も
多
く
目
を
引
い
た
。

　

ま
た
、『
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
も
大
阪
の
「
教
育
幻
燈
会
」
一
八
八
六
年
四
月
一
五
日
を
初
め
に
記
事
に
し
て
い
る
。
一
八
八
七
年
一
月
一
四
日
朝
刊
に

よ
る
と
、
川
上
音
二
郎
を
客
員
に
野
崎
詮
が
講
師
を
務
め
る
「
大
演
説
会
」
は
「
英
国
發
明
機
械
幻
燈
」
を
「
ゲ
リ
ー
イ
運
轉
士
」
が
見
せ
る
と
記
し
て
い

る
。
機
械
の
み
な
ら
ず
種
板
も
英
国
製
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
す
る
が
、
不
詳
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
盛
ん
な
「
教
育
幻
燈
会
」
で
あ
る
が
、
明
治
一
八
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
手
島
が
日
本
に
幻
灯
機
一
式
を
持
ち
込
ん
だ
と
さ
れ
る
時

期
か
ら
ほ
ぼ
一
〇
年
は
、
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
か
。

　

こ
の
時
期
に
残
さ
れ
た
①
『
幻
燈
写
影
講
義
』
②
『
幻
燈
用
解
体
図
略
説
』
③
報
告
「
幻
燈
試
用
」「
幻
燈
略
記
」
の
三
文
献
か
ら
想
像
す
る
と
、
英
語

で
云
う"la

n
tern

 lectu
re"

「
幻
燈
講
義
」
が
目
指
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①
『
幻
燈
写
影
講
義
』（
一
八
八
〇
明
治
一
三
年
一
月

）
16
（

）
は
、
現
時
点
で
辿
り
つ
け
る
最
も
古
い
文
献
で
あ
る
。"la

n
tern

 lectu
re"

「
幻
灯
講
義
」
を
『
幻

燈
写
影
講
義
』
と
和
訳
し
た
と
考
え
る
が
『
う
つ
し
え
の
は
な
し
』
と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。「
写
影
」
＝
「
写
し
絵
」
文
化
の
も
と
で
、
新
し
い
「
幻
燈
」

に
遭
遇
し
、
娯
楽
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
写
し
絵
」
ゆ
え
に
「
講
義
」
に
結
び
つ
か
ず
に
「
は
な
し
」
と
受
け
と
め
た
、
と
読
み
解
く
。
過
渡
性
を
よ
く
現
わ

す
始
ま
り
の
一
冊
で
あ
る
。

　

後
藤
牧
太
が
作
者
と
し
て
挙
が
る
が
、
後
藤
の
「
講
述
」"lectu

re"

を
萱
生
奉
三
が
編
輯
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
頁
に
わ
た
る
短
い
序
文
「
小

引
」
を
記
し
た
の
も
萱
生
で
あ
る
。
萱
生
は
土
居
光
華
と
と
も
に
伯
克
爾
（
バ
ッ
ク
ル
）『
英
國
文
明
史
』
翻
訳
を
前
年
一
八
七
九
年
に
出
版
し
て
お
り
、

英
語
・
英
国
文
化
通
で
あ
っ
た
。

　

後
藤
は
、
当
時
は
慶
応
、
の
ち
に
高
等
師
範
学
校
で
教
鞭
を
と
り
英
国
に
留
学
す
る
が

）
17
（

、
科
学
教
育
の
方
法
を
学
び
、
ま
た
「
手
工
」
科
目
教
授
法
の
研
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幻灯が明治の人に見せたもの

八

究
・
実
践
に
努
め
た
教
育
者
で
あ
っ
た
。『
幻
燈
写
影
講
義
』
は
、
書
名
の
と
お
り
幻
灯
を
教
育
に
使
う
「
講
義
」
録
と
し
て
残
っ
た
。

　

「
講
義
」
形
式
で
「
潮
汐
の
満
干
の
理
由
」「
龍
巻
」「
噴
火
山
」「
地
震
」「
太
陰
」
の
五
つ
の
現
象
が
理
科
的
に
説
明
さ
れ
る
が
、
幻
灯
を
補
助
教
材
と

し
て
「
は
な
し
」
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
英
国
流
幻
灯
講
義"la

n
tern

 lectu
re"

を
日
本
で
試
み
た
証
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
種
板
で
見
せ
た
は
ず
の
図
版
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
種
板
を
複
製
・
自
作
し
、
こ
の
講
述

を
手
引
き
に
説
明
す
る
こ
と
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

萱
生
奉
三
は
「
小
引
」
で
「
舌
切
雀
桃
太
郎
の
顛
末
」
を
理
解
す
る
の
と
同
様
に
「
潮
汐
の
干
満
月
球
の
状
況
」
を
理
解
す
る
方
便
と
し
て
幻
灯
が
あ
る
、

と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
余
頃
者
庶
民
夜
学
校
乃
為
」
と
あ
る
よ
う
に
当
時
、
夜
学
で
の
教
育
目
的
に
幻
灯
が
使
わ
れ
て
い
た
と
分
る
。

　

手
島
精
一
が
岩
倉
具
視
使
節
団
と
米
国
か
ら
英
国
へ
の
視
察
に
と
も
な
っ
た
の
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
こ
と
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
ロ
ン
ド

ン
で
の
外
交
・
政
治
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
革
命
を
牽
引
し
た
北
の
都
市
を
巡
回
し
多
く
の
工
業
施
設
を
見
学
し
た
こ
と
で
あ
る

）
18
（

。

　

英
国
で
は
産
業
革
命
に
と
も
な
い
、
労
働
者
（
萱
生
が
庶
民
と
記
す
と
こ
ろ
と
重
な
る
）
が
成
人
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
職
場
で
の
便
益
の
た
め
に
も
、
更

な
る
教
育
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
。
昼
に
働
く
者
が
夜
に
学
ん
だ
の
だ
。
一
八
五
一
年
国
勢
調
査
で
は
、
英
国
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
一
、
五
四
五
校
で
約
四
万

人
が
学
ん
で
い
る
と
数
え
ら
れ
た

）
19
（

。
夜
の
学
習
に
幻
灯
機
は
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
産
業
革
命
を
先
ん
じ
て
進
め
た
英
国
で
は
技
術
者
の
層
も
厚
く
活
力

も
あ
っ
た
。
後
藤
が
そ
の
後
理
科
教
育
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
た
の
は
大
学
で
あ
る
が
、
英
国
の
工
業
を
支
え
る
教
育
事
情
は
背
景
と
し
て
あ
っ
た
。

②
『
幻
燈
用
解
体
図
略
説
』
文
部
省
編
輯
局
、（
一
八
八
一
明
治
一
四
年

）
20
（

）
は
、
米
国
マ
カ
リ
ス
タ
ー
社
（M

cA
llister

）"A
 B

rief E
ssa

y
 o

n
 A

n
a
to

m
y
"

を
医
学
博
士
小
林
義
直
が
翻
訳
し
、
①
の
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
。『
幻
燈
用
…
略
説
』
が"la

n
tern

 lectu
re"

に
あ
た
り
、
そ
の
種
板
が
示
す
コ
ン
テ
ン
ツ
が

『
解
体
図
』
で
あ
る
。
石
井
研
堂
の
語
彙
で
は
「
人
身
解
剖
」、
都
楽
カ
タ
ロ
グ
で
は
「
人
身
生
理
解
剖
之
部
」、
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
で
は
「
生
理
学
之
部
」、
次

の
③
で
は
「
人
體
構
造
概
要
ノ
部
」
と
言
葉
は
違
う
が
、
人
体
を
説
明
す
る
た
め
に
分
け
て
種
板
に
図
示
し
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
そ
の
精
度
か
ら
、
医

学
教
育
向
け
で
は
な
く
、
初
等
・
中
等
理
科
教
育
用
と
考
え
ら
れ
る
。

　

巻
末
に
幻
灯
機
使
用
法
を
記
し
て
い
る
が
、
マ
カ
リ
ス
タ
ー
社
を
踏
襲
せ
ず
、「
東
京
教
育
博
物
館
ニ
蔵
ス
ル
所
ノ
幻
燈
に
就
き
」
記
し
た
、
と
あ
る
。

学
ぶ
対
象
は
身
近
の
実
物
と
す
る
合
理
的
な
戦
略
は
、
幻
灯
を
実
際
に
用
い
る
意
欲
の
現
わ
れ
と
見
る
。

　

紹
介
さ
れ
る
種
板
も
、
断
り
書
き
も
な
い
こ
と
か
ら
幻
灯
機
に
な
ら
い
東
京
教
育
博
物
館
所
蔵
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
種
板
は
、
手
島
が
持
ち
帰
っ

た
と
石
井
研
堂
が
記
す
「
人
身
解
剖
二
〇
枚
」
で
は
な
く
、
二
一
枚
で
あ
る
。

　

吉
澤
カ
タ
ロ
グ
の
「
生
理
学
之
部
」
二
〇
枚
と
も
、
数
の
上
で
合
わ
な
い
。
照
合
し
て
い
く
と
、
マ
カ
リ
ス
タ
ー
に
あ
る
「
二
　

人
の
頭
骨
」
が
吉
澤
カ

タ
ロ
グ
に
は
な
く
、
一
枚
少
な
い
理
由
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
二
　

人
の
頭
骨
」
種
板
を
大
阪
愛
珠
幼
稚
園
・
唐
澤
博
物
館
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
他
の
種
板
と
も
照
合
後
、
大
阪
愛
珠
幼
稚
園
を
マ
カ
リ
ス
タ
ー
系
と
仮
定
で
き
る
（
先
述
通
り
唐
澤
博
物
館
収
蔵
品
は
再
調
査
後
報
告
予
定
）。
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『
幻
燈
用
解
体
図
略
説
』
出
版
に
二
ヶ
月
ほ
ど
先
立
つ
七
月
に
、
手
島
精
一
が
東
京
教
育
博
物
館
館
長
に
就
任
し
た
が
、
館
長
補
と
し
て
勤
務
し
始
め
た

の
は
四
年
前
一
九
七
七
明
治
一
〇
年
に
遡
る
。
か
ね
て
よ
り
理
科
・
工
学
教
育
に
お
い
て
先
進
欧
米
の
教
育
品
を
活
用
す
べ
し
と
の
主
張
か
ら
、『
幻
燈
用

解
体
図
略
説
』
出
版
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
石
井
研
堂
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、
手
島
お
ひ
ざ
元
に
は
手
島
が
持

ち
帰
っ
た
も
の
以
外
の
マ
カ
リ
ス
タ
ー
社
製
幻
灯
種
板
も
収
蔵
さ
れ
、
伝
播
さ
れ
複
製
さ
れ
る
べ
く
書
籍
と
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

③
報
告
「
幻
燈
試
用
」「
幻
燈
略
記
」
一
八
八
四
明
治
一
七
年
三
月
一
三
日
文
部
省
「
修
文
舘
樓
上
」
で
「
我
邦
製
造
の
幻
燈
を
試
用
し
て
理
學
上
諸
般
の

景
像
を
映
出
し
内
外
の
嘉
賓
を
延
招
し
て
之
を
觀
覧
に
供
し
た
」
報
告

）
21
（

。
幻
燈
を
教
育
に
用
い
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
記
録
だ
が
、
当
夜
の
次
第
と
講
演
内
容

は
、
手
島
精
一
が
書
き
残
し
、
盛
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
使
用
し
た
種
板
は
「
我
邦
製
造
」
と
あ
り
、
日
本
が
そ
の
時
点
で
到
達
し
た
技
術
力

を
示
し
て
い
る
。

　

「
学
術
ノ
講
義
等
ニ
使
用
ス
ル
」
と
「
講
義
」
の
語
を
用
い
て
言
及
す
る
幻
灯
講
義 "la

n
tern

 lectu
re"

の
歴
史
を
、
手
島
は
「
二
、三
十
年
」
と
紹
介
し
、

そ
れ
よ
り
前
か
ら
「
狂
畫
ヲ
映
出
シ
テ
夜
間
ノ
娯
楽
ニ
供
シ
或
ハ
怪
物
ヲ
映
現
シ
テ
怪
談
ヲ
ナ
ス
等
ニ
過
キ
サ
リ
シ
」
と
娯
楽
幻
燈
を
分
け
、
別
枠
の
も
の

と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
日
本
の
概
観
な
ら
ば
、
手
島
が
幻
灯
機
と
種
板
を
持
ち
込
ん
だ
と
さ
れ
る
頃
を
起
点
と
し
て
も
「
十
年
ほ
ど
」
と
計
算
さ
れ
る
の

で
、
こ
の
時
、
手
島
が
念
頭
に
お
き
概
観
し
た
の
は
、
日
本
で
は
な
く
欧
米
で
あ
る
。
英
国
の
幻
灯
史
と
す
る
と
、
端
的
な
ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
夜
披
露
し
た
幻
灯
を
教
育
幻
灯
と
は
手
島
は
呼
ん
で
い
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
と
二
で
幻
灯
の
略
記
を
述
べ
、
第
三
か
ら
第
六
ま
で
種
板
＝
映
畫
を

実
際
に
四
演
目
見
せ
る
趣
向
で
あ
っ
た
。
第
三
「
教
育
等
ニ
関
す
る
建
物
ノ
部
」
は
、
手
島
が
欧
米
視
察
時
の
写
真
を
幻
灯
種
板
に
し
た
も
の
を
自
ら
説
明

し
た
よ
う
だ

）
22
（

。
そ
の
後
、
第
四
化
石
・
骨
標
本
な
ど
の
「
地
質
上
變
化
ノ
部
」
一
二
枚
、
第
五
「
人
體
構
造
概
要
ノ
部
」
二
二
枚
、
第
六
天
象
ノ
部
二
二
枚

と
続
い
た
。【
別
表
一
】

　

こ
の
会
合
自
体
が
手
島
の
主
導
で
あ
り
な
が
ら
、
演
目
第
四
、
第
五
、
第
六
を
構
成
す
る
種
板
は
、
石
井
記
述
に
よ
る
と
こ
ろ
の
手
島
持
ち
込
み
種
板

「
天
文
十
七
枚
、
自
然
現
象
十
二
枚
、
人
身
解
剖
二
十
枚
、
動
物
二
十
一
枚
」
と
枚
数
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
異
な
っ
て
い
る
。「
我
邦
製
造
」
の
過
程
で
異
同
が

生
じ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
石
井
研
堂
の
記
述
に
誤
解
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
種
板
を
輸
入
し
「
我
邦
製
造
」
し
た
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
お
そ

ら
く
は
こ
の
時
点
に
お
い
て
既
に
多
種
多
様
な
複
製
品
が
日
本
で
提
供
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
記
事
末
尾
で
は
、「
蔭
繪
」
か
ら
始
め
て
都
楽
の
写
し
絵
ま
で
の
日
本
の
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
目
下
試

み
つ
つ
あ
る
教
育
に
お
け
る
幻
灯
利
用
を
、
日
本
の
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
連
続
性
の
中
に
捉
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
映
の
目
的
は
教
育
と
強

調
し
て
は
い
る
が
、と
は
い
っ
て
も
、や
は
り
そ
れ
は
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
大
き
な
流
れ
の
中
の
一
つ
と
の
真
っ
当
な
認
識
に
基
づ
い
て
い
た
。
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一
〇

三
〈
石
井
研
堂
に
と
っ
て
の
新
式
幻
燈
〉

　

明
治
日
本
は
、
教
育
目
的
を
強
調
し
て
は
い
た
が
、
娯
楽
用
の
幻
灯
も
入
れ
た
の
だ
。
そ
れ
を
石
井
研
堂
自
身
は
「
新
幻
灯
」
「
新
式
幻
灯
」
と
呼
び
、

創
刊
か
ら
七
年
（
一
八
八
九

－

一
八
九
五
）
主
筆
を
務
め
人
気
雑
誌
に
育
て
た
少
年
雑
誌
『
小
國
民
』
で
紹
介
し
た
。
対
立
す
る
旧
幻
灯
、
旧
式
幻
灯
は
、

写
し
絵
と
そ
の
器
具
で
あ
る
風
呂
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

石
井
研
堂
が
『
小
國
民
』
誌
上
で
「
教
育
幻
燈
会
」
の
連
載
を
始
め
る
（
四
年
一
六
号
一
八
九
二

）
23
（

）
一
年
も
前
か
ら
、
幻
燈
会
の
参
観
を
誘
っ
た
り
（
三

年
三
号
一
八
九
一
）、
幻
燈
器
の
仕
組
を
説
明
し
た
り
（
三
年
八
号
一
八
九
一
）
と
、
幻
灯
流
行
の
一
八
九
〇
年
代
を
反
映
し
、
ま
ず
は
「
新
」「
新
式
」
幻

灯
を
紹
介
し
て
い
た
の
だ
。

　

「
新
式
幻
燈
画
」
と
し
て
煤
を
つ
け
た
種
板
に
針
で
絵
を
描
く
「
煙
画
」
法
を
説
明
し
、「
だ
る
ま
さ
ん
の
豆
腐
買
い
」
話
を
掲
載
し
て
い
る
（
三
年
一
七

号
一
八
九
一
、一
四

－

五
頁
）。
手
近
さ
と
滑
稽
で
読
者
に
訴
え
た
の
だ
。

　

「
新
幻
燈
」「
新
式
幻
燈
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
最
後
は
「
新
幻
燈
　

髭
男
鼠
吞
み
込
み
」（
六
年
一
九
号
一
八
九
四
）
で
あ
っ
た
。【
図
10
】

　

英
国
起
源
の
種
板
の
中
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
云
え
る
細
工
種
板
で

）
24
（

、
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
、
あ
る
い
は
細
工
用
ガ
ラ
ス
を
引
く
と
、
髭
も
じ
ゃ
男
が
大
鼾

を
か
い
て
口
を
大
き
く
開
け
た
と
こ
ろ
に
鼠
が
飛
び
込
ん
で
行
く
。【
図
11
】
今
も
人
気
で
上
映
会
の
定
番
で
あ
る
。
手
作
り
も
含
め
多
く
の
種
板
が
流
布

し
て
お
り
、
稚
拙
な
も
の
も
あ
る
し
、
操
演
者
に
よ
る
巧
拙
も
出
る
一
枚
で
あ
る
。

　

当
然
、
日
本
で
も
人
気
を
博
し
た
の
だ
ろ
う
。
同
時
期
の
都
楽
カ
タ
ロ
グ
（
一
八
九
五
年
）【
図
1
参
照
】
に
掲
載
さ
れ
る
「
鼠
喰
　

壹
枚
」
も
こ
の
種

板
だ
ろ
う
。『
小
國
民
』
記
載
か
ら
お
よ
そ
十
年
後
の
第
一
五
版
吉
澤
カ
タ
ロ
グ
（
一
九
〇
五
明
治
三
八
年
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
七
頁
、
復
刻
版p

. 

4
5

）。「

鼠
ヲ
喰
フ
人
　

是
ハ
西
洋
人
カ
眠
リ
ナ
ガ
ラ
鼠
ヲ
幾
疋
ト
ナ
ク
口
ニ
入
レ
ル
面
白
キ
運
轉
畫
ナ
リ
」。
細
工
種
板
を
「
運
轉
畫
」
と
呼
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
人
気
種
板
を
研
堂
は
「
新
式
」
と
し
て
記
述
し
た
。
教
育
幻
灯
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。
カ
タ
ロ
グ
説
明
に
も
あ
る
よ
う
に
「
西
洋
人
」

が
登
場
す
る
娯
楽
幻
灯
で
あ
り
、
日
本
の
従
来
の
「
う
つ
し
え
」
と
は
異
な
る
の
で
「
新
式
」
な
の
だ
。

　

石
井
研
堂
は
、
日
本
に
続
い
て
き
た
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
影
絵
（
四
年
一
九
号
一
八
九
二
）
や
「
怪
し
き
紋
　

ポ
ン

チ
影
絵
」（
六
年
三
号
一
八
九
四
）
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
新
幻
燈
　

髭
男
鼠
吞
み
込
み
」
を
「
新
式
」
と
し
て
紹
介
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
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一

四
〈
石
井
研
堂
に
と
っ
て
の
教
育
幻
燈
会
〉

　

二
の
冒
頭
で
ふ
れ
た
が
、『
読
売
新
聞
』紙
上
の
浅
草
井
生
村
楼
で
の
「
日
本
教
育
幻
燈
会
」広
告
（
一
八
八
五
年
二
月
三
日
朝
刊
）
が
、
今
日
遡
れ
る
「
教

育
幻
燈
会
」
の
最
初
の
記
述
で
あ
る
。
二
月
二
日

－

六
日
ま
で
午
後
六
時
開
場
、
入
場
料
金
四
錢
小
児
弐
銭
五
厘
（
四
頁
）
で
「
幼
童
婦
女
」
に
ま
ず
修
身

学
経
済
学
歴
史
等
を
説
き
聞
か
せ
、「
天
文
よ
り
衛
生
動
植
物
等
の
事
ハ
幻
燈
」（
二
頁
）
を
用
い
て
丁
寧
に
説
く
と
宣
伝
し
て
い
る
。
講
義
と
幻
灯
講
義
を

併
用
し
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
後
「
教
育
幻
燈
会
」
が
各
所
・
各
地
で
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
、
衛
生
に
関
す
る
啓
蒙
を
目
的
と
す
る
例
が
多
い
。
三
カ
月
後
に
は
、
巷
で
評
判
の
幻

灯
を
自
分
も
観
て
納
得
し
た
旨
の
神
田
須
太
郎
の
投
書
が
『
読
売
新
聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
（
一
八
八
五
年
五
月
一
六
日
朝
刊
三
頁
）。
神
田
が
観
た
幻

灯
は
、
天
体
、
潮
の
干
満
、
館
山
守
司
に
よ
る
「
胎
児
生
育
の
働
き
」
で
、「
妊
婦
の
腹

割
て
初
月
よ
り
臨
月
ま
で

目
撃
」
す
る
よ
う
と
の
こ
と
だ
。

そ
の
他
「
病
源
」
や
「
動
物
」
を
「
幻
写
」
し
た
と
い
う
。

　

館
山
守
司
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
年
一
八
八
四
年
五
月
に
一
〇
日
間
、
胎
児
が
生
育
す
る
さ
ま
を
「
西
洋
写
絵
」
で
見
せ
て
好
評
を
博
し
た
と
『
読
売

新
聞
』
紙
上
（
五
月
一
一
日
）
に
あ
る
。

　

「
西
洋
写
絵
」
と
は
、
西
洋
由
来
で
あ
る
幻
灯
機
を
用
い
る
写
し
絵
と
の
認
識
が
館
山
守
司
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
も
そ
も
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

と
し
て
見
せ
て
い
る
認
識
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
同
じ
演
目
は
、「
教
育
幻
燈
」
の
も
と
で
も
興
行
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
。
館
山
守
司
に
お
い
て
は
「
西
洋
写
絵
」
と
「
教
育
幻
燈
」
の
互
換
性
は

明
ら
か
だ
し
、
巷
の
「
教
育
幻
燈
」
の
隆
盛
に
こ
の
類
の
興
行
意
識
は
根
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
産
婦
人
科
の
啓
蒙
教
育
の
た
め
の
幻
灯
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

し
、
幻
灯
を
用
い
た
講
義
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
女
性
客
も
誘
い
多
く
集
ま
っ
た
ら
し
い
。
だ
が
エ
ロ
・
グ
ロ
に
通
じ
る
怖
い
も
の
見
た
さ
の
人
寄
せ
効
果
も

あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
対
象
を
少
年
に
お
く
「
教
育
幻
燈
会
」
と
な
る
と
、
様
相
が
変
わ
る
。

　

石
井
研
堂
は
『
小
國
民
』
で
は
「
教
育
幻
燈
会
」
と
題
し
計
一
〇
三
映

）
25
（

を
挙
げ
、【
別
表
二
】
い
わ
ば
誌
上
「
教
育
幻
燈
会
」
を
開
催
し
た
。
そ
の
「
教

育
幻
燈
会
」
は
幻
灯
講
義
と
は
異
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
そ
の
連
載
形
態
は
規
則
性
・
統
一
性
・
安
定
性
に
欠
け
る
。
掲
載
号
に
よ
っ
て
扱
う
枚
数
も
異
な
り
、
一
映
だ
け
掲
載
の
時
も
あ
り
、
七
映
に
及

ぶ
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
掲
載
の
無
い
号
も
あ
っ
た
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
毎
号
多
彩
多
様
、
云
い
方
を
換
え
れ
ば
雑
多
で
統
一
性
に
欠
け
る
。
例
え
ば
、
奇
数
号
は
理
科
、
偶
数
号
は
社
会
、
と
い
う
よ
う
な
大

枠
も
な
い
。
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一
二

　

ま
た
、
最
終
的
な
「
教
育
幻
燈
会
」
閉
会
の
辞
も
な
か
っ
た
。
日
清
戦
争
の
時
節
柄
介
入
を
受
け
『
小
國
民
』
の
「
小
」
が
不
適
切
と
み
な
さ
れ
終
刊
し

（
七
年
一
八
号
一
八
九
五
）、
少
年
の
少
の
字
を
採
り
『
少
國
民
』
と
誌
名
を
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
三
号
を
刊
行
し
て
後
、
石
井
研
堂
は

編
集
部
か
ら
去
っ
た
。
遡
る
ほ
ぼ
一
年
間
は
「
教
育
幻
燈
会
」
も
下
火
で
、
三
映
（
七
年
六
号
一
八
九
五
）
を
例
外
と
し
て
、「
教
育
幻
燈
会
」
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
あ
る
意
味
で
の
自
由
さ
は
、
編
集
上
も
修
正
さ
れ
た
様
子
は
な
い
。
そ
れ
は
、
総
目
次
か
ら
明
ら
か
だ
。
五
年
目
後
半
期
か
ら
過
去
半
期
分

の
総
目
次
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
誌
面
の
構
造
・
構
想
が
総
目
次
か
ら
明
確
に
な
る
か
、と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
「
教
育
幻
燈
会
」

は
分
類
項
目
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
◎

遊
戯
に
一
括
で
入
っ
て
い
る
。
種
板
題
目
が
番
号
順
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。「
教
育
幻
燈
会
」
の
各
題
目

に
つ
い
て
は
、
総
目
次
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
六
年
後
半
期
総
目
次
で
は
、
教
育
幻
燈
は
◎

遊
戯
に
入
っ
て
い
な
い
。
題
目
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
に
ふ
り
わ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
（
全
部
で
は
な
い
こ
と
も
悩
ま
し
い
）。
例
え
ば
、
79
「
西
野
文
太
郎
の
墓
石
」
は
◎

博
物
に
、
80
「
虫
の
巣
と
蝶
」
は
◎

動
物
に
、
85
「
李
鴻
章
」
と

86
「
大
院
君
」
は
◎

伝
記
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
分
類
と
し
て
は
、
こ
れ
で
間
違
い
で
は
な
い
。
だ
が
、
記
事
を
毎
号
追
い
か
け
て
来
た
読
者
は
「
教
育
幻

燈
会
」
の
範
疇
の
も
と
に
こ
れ
ら
に
出
会
っ
て
い
た
は
ず
で
、
こ
の
目
次
は
後
に
は
役
に
立
た
な
い
。

　

ま
た
逆
に
、
◎

動
物
の
他
項
目
、
例
え
ば
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
が
「
教
育
幻
燈
会
」
に
入
っ
て
い
て
も
、
違
和
感
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。『
小
國
民
』
の
記

事
は
い
ず
れ
が
「
教
育
幻
燈
会
」
に
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
い
ず
れ
も
「
教
育
幻
燈
会
」
に
入
っ
て
な
く
て
も
記
事
と
し
て
成
立
し
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

石
井
研
堂
は
『
小
國
民
』
誌
面
全
体
を
「
教
育
幻
燈
会
」
と
し
て
構
想
で
き
た
、
と
云
え
る
。
な
ん
で
あ
れ
図
示
し
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
で
、
少
年
を

教
育
す
る
こ
と
が
編
集
方
針
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

例
え
ば
「
教
育
幻
燈
会
四
映
」
は
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ア
の
原
理
の
説
明
で
あ
る
。
光
学
装
置
が
生
み
出
す
娯
楽
を
科
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
「
教
育
」

と
し
た
体
裁
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
欧
米
で
喝
采
を
浴
び
大
人
気
で
あ
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ア
を
日
本
に
と
っ
て
の
「
新
幻
灯
」「
新
式
幻
灯
」
と
し

て
紹
介
し
て
い
て
も
、『
小
國
民
』
に
お
い
て
は
、そ
れ
も
間
違
い
で
は
な
い
。「
教
育
幻
燈
会
」
記
事
と
、そ
の
他
の
記
事
と
は
基
本
的
に
交
換
可
能
で
あ
っ

た
と
み
な
し
う
る
。

　

『
小
國
民
』
誌
の
記
事
は
、「
題
目
・
図
版
・
説
明
」
と
い
う
構
成
を
主
流
と
し
、
白
黒
で
印
刷
さ
れ
た
頁
を
繰
っ
て
い
く
限
り
、「
教
育
幻
燈
会
」
記
事

も
他
の
紙
面
も
差
が
な
い
。
た
だ
、
さ
す
が
に
「
幻
燈
会
」
で
は
、
説
明
が
丁
寧
な
「
語
り
」
口
調
に
な
り
、
他
の
記
事
よ
り
も
口
語
的
で
優
し
い
印
象
を

与
え
る
配
慮
を
見
受
け
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
必
要
の
あ
る
「
題
目
」
を
選
ん
で
「
教
育
幻
燈
会
」
に
ま
わ
し
た
と
も
考
え
に
く

い
。

　

雑
誌
を
構
成
す
る
記
事
の
う
ち
、
い
ず
れ
を
「
教
育
幻
燈
会
」
の
も
と
に
置
く
か
、
と
い
う
判
断
の
基
準
が
実
に
見
え
に
く
い
。
石
井
研
堂
が
「
教
育
幻

燈
会
」
を
創
り
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
け
に
、
こ
れ
は
ひ
と
り
石
井
研
堂
の
問
題
で
は
な
く
、
当
時
の
人
が
「
教
育
幻
燈
会
」
に
何
を
期
待
し
た
か
を
汲
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一
三

ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

五
〈
教
育
幻
燈
会
と
幻
燈
講
義
　
　

そ
の
相
違
点
〉

　

こ
こ
で
、
入
手
で
き
る
な
か
で
は
古
く
、
ま
た
、『
小
國
民
』
と
同
時
期
の
加
藤
勢
喜
『
少
年
必
携
教
育
幻
燈
会
』（
一
八
九
〇
明
治
二
三
年

）
26
（

）
を
手
掛
か

り
に
、「
教
育
幻
燈
会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
構
成
さ
れ
た
か
を
追
っ
て
み
る
。
本
書
が
与
え
る
印
象
は
、
石
井
研
堂
の
「
教
育
幻
燈
会
」
と
似
て
い

る
。
こ
の
一
冊
は
、
見
開
き
頁
に
収
ま
る
二
一
枚
の
絵
と
説
明
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
一
枚
一
枚
は
多
岐
に
わ
た
り
相
互
に
関
連
性
は
な
く
、
む
し
ろ
と

り
と
め
な
い
。
起
承
転
結
の
あ
る
物
語
と
し
て
こ
の
「
教
育
幻
燈
会
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
一
枚
一
枚
が
見
世
物
＝
ス
ペ
ク
タ
ル
の
ご
と
く
観
衆
を
魅

了
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

冒
頭
自
序
に
は
目
的
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

如
何
に
貴
き
勧
善
懲
悪
の
教
育
ば
な
し
で
あ
り
ま
し
て
も
若
し
面
白
く
な
く
て
聴
人
が
な
け
れ
ば
亦
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
是
に
放

（
お
い
　

マ
マ
）
て
今
私
は
幻
燈
の
写
絵
を
以
て
お
子
供
衆
を
楽
し
ま
せ
つ
つ
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
教
育
い
た
し
ま
せ
う
と
考
え
出
で
ま
し
た

（
一
頁
）（
傍
線
は
執
筆
者
）

　

す
な
わ
ち
「
教
育
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
「
楽
し
ま
せ
」
る
ツ
ー
ル
と
し
て
「
幻
燈
の
写
絵
」
が
あ
り
、「
教
育
」
は
「
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
」
達
成
す
る
、

と
極
め
て
楽
観
的
で
あ
る
。

　

な
に
し
ろ
新
渡
来
の
幻
灯
機
は
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
、
装
置
と
し
て
非
日
常
へ
誘
う
。
と
も
る
灯
り
と
石
油
ラ
ン
プ
か
ら
漂
う
臭
い
と
煙
は
、
期
待
と
気

分
を
盛
り
上
げ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

幻
灯
を
教
育
に
用
い
る
場
合
の
英
語
は"la

n
tern

 lectu
re" 

幻
灯
講
義
で
あ
る
が
、
英
文
書
物
を
検
分
す
る
と
【
図
12
】、
構
成
が
定
型
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
種
板
セ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
種
板
一
枚
ず
つ
の
説
明
が
通
し
番
号
で
記
さ
れ
る
。
番
号
に
沿
っ
て
展
開
を
追
う
と
、
こ
の
セ
ッ
ト
の
理
解
が
見
込

め
る
の
だ
。

　

日
本
に
も
、
こ
の
よ
う
な"la

n
tern

 lectu
re" 

幻
灯
講
義
に
相
応
す
る
「
教
育
」
幻
灯
も
た
し
か
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
偉
人
の
一
生
を
辿
る
、
歴
史
的

事
件
を
描
く
、
が
講
義
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。【
図
1
参
照
】

　

英
国
で
は
例
え
ば
『
少
年
必
携
教
育
幻
燈
会
』
が
呈
示
す
る
よ
う
な
、
幻
灯
会
が
開
か
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。 

日
曜
学
校
や
禁
酒
会
館
で
の
子
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一
四

ど
も
向
け
幻
灯
会
は
、
趣
旨
に
沿
っ
た
教
育
効
果
の
あ
る
演
目
を
通
し
狂
言
の
ご
と
く
見
せ
、
合
間
や
本
題
の
後
に
コ
ミ
ッ
ク
な
娯
楽
幻
灯
で
座
を
な
ご
ま

せ
、
時
に
は
「
鼠
を
喰
ら
う
髭
男
」
で
場
内
を
沸
か
せ
、
最
後
は
ク
ロ
マ
ト
ロ
ー
プ
で
華
や
か
に
閉
会
す
る
も
の
だ
。
観
客
は
、
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に

散
会
し
、
ま
た
再
会
す
る
。

　

娯
楽
の
質
と
関
連
す
る
の
か
、
精
査
の
必
要
は
あ
る
が
、
英
国
で
は
次
世
代
の
娯
楽
の
代
表
と
な
っ
た
映
画
が
初
期
か
ら
寄
席
を
公
開
の
場
と
し
た
の
に

対
し
て
、
寄
席
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
も
幻
灯
は
寄
席
を
興
行
の
場
と
し
た
の
か
見
え
て
こ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
教
育
臭
が
つ
い
て
ま
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
あ
た
り
は
調
査
・
分
析
の
必
要
性
を
考
え
る
。

　

幻
灯
講
義
に
は
今
一
つ
娯
楽
性
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
日
本
で
「
教
育
幻
燈
会
」
を
人
気
に
さ
せ
た
も
の
を
次
に
考
察
し
て
い
く
。

六
〈
大
佛
次
郎
時
代
小
説
の
幻
燈
〉

　

時
代
小
説
全
集
に
収
録
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
佛
次
郎
（
一
八
九
七

－

一
九
七
三
）
本
人
が
体
験
し
た
幻
燈
会
は
一
九
〇
〇
年
代
以
降
で
あ
ろ
う
が
、
中
編

小
説
「
幻
燈
」（
一
九
四
七

－

八
）
で
は
、
自
分
よ
り
一
世
代
前
の
時
代
の
幻
灯
上
映
会
を
描
い
て
い
る
。

　

「
幻
燈
」
の
「
創
作
覚
え
書
」
に
よ
る
と

）
27
（

、
一
八
七
〇

－

七
二
（
明
治
三

－

五
）
年
位
の
風
俗
を
メ
モ
し
て
い
る
が
、
幻
灯
会
に
つ
い
て
は
特
に
記
述
は

な
い
。

　

ま
た
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
上
の
役
割
と
し
て
は
、
主
人
公
助
太
郎
が
そ
の
後
関
わ
る
こ
と
に
な
る
娘
と
出
逢
う
場
と
し
て
、
こ
の
幻
灯
会
は
あ
る
。
暗
が
り

の
中
に
浮
か
ぶ
淡
い
光
が
照
ら
す
賑
わ
い
の
場
と
演
出
さ
れ
て
い
る
。

　

身
分
も
「
瓦
解
」
し
た
士
族
の
惣
領
息
子
が
、
家
の
命
運
を
背
負
い
勉
学
に
励
む
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
帰
路
に
横
浜
南
京
町
の
関
帝
廟
辺
り
で
賑

わ
い
に
つ
ら
れ
て
横
道
に
入
り
、
幻
灯
会
を
覗
く
。
そ
こ
で
助
太
郎
と
友
人
は
、
幻
灯
を
次
の
よ
う
な
順
序
で
観
て
い
く
（
一
六
九

－

一
七
四

）
28
（

）。

　

1
．赤
い
西
瓜
、
2
．岩
の
上
の
燈
台
・
遠
景
に
青
い
海
、
3
．太
湖
石
・
牡
丹
、
4
．黄
色
い
水
の
上
の
ジ
ャ
ン
ク
船
、
5
．異
人
館
に
ア
メ
リ
カ
旗
、
6
． 

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
女
、
7
．
人
が
乗
っ
て
い
る
風
船
、
8
．
孔
雀
、
9
．
煙
を
吐
い
て
汽
車
が
走
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
10
．
外
国
の
立
派
な
街
、
11
．
花

火
、
藍
色
の
空
に
黄
や
赤
の
い
ろ
い
ろ
の
模
様
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

　

大
佛
次
郎
が
鮮
や
か
に
色
彩
を
描
写
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
更
な
が
ら
新
鮮
で
臨
場
感
が
湧
く
。
幻
灯
に
色
は
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

こ
こ
に
描
か
れ
る
幻
灯
は
、
石
井
研
堂
が
『
小
國
民
』
で
「
教
育
幻
燈
」
と
い
う
括
り
で
提
示
し
よ
う
と
し
た
世
界
に
近
い
。
助
太
郎
と
友
人
は
途
中
か

ら
入
る
の
で
開
幕
が
確
認
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
途
中
入
場
が
認
め
ら
れ
る
緩
い
運
営
で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
上
映
の
場
は
、
一
時
的
に

せ
よ
、
も
っ
ぱ
ら
幻
灯
を
専
門
に
見
せ
る
た
め
の
空
間
だ
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。
英
国
で
こ
れ
に
相
当
す
る
場
は
未
見
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
〈
場
〉
の
在
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一
五

り
方
も
興
味
深
い
。

　

最
後
の
「
11
．
花
火
」
は
、
幻
燈
種
板
の
「
花
輪
車
」
を
複
数
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
欧
米
で
は
ク
ロ
マ
ト
ロ
ー
プ
に
あ
た
る
細
工
種
板
は
、
上
映
者
が

腕
を
ふ
る
い
観
客
が
賛
嘆
を
惜
し
ま
な
い
お
定
ま
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
あ
る
。
と
は
い
え
連
載
時
の
木
村
荘
八
に
よ
る
挿
画

）
29
（

で
は
打
ち
上
げ
花
火
の
映
写
で

あ
る
が
。

　

そ
れ
に
し
て
も
1
．－

10
．
ま
で
の
幻
灯
に
脈
絡
が
な
く
、
場
当
た
り
的
な
印
象
を
与
え
る
。
複
数
の
種
板
で
一
つ
の
物
語
を
語
る
の
で
は
な
い
。
観
客
に

と
っ
て
は
未
知
の
事
物
を
一
枚
一
枚
見
知
っ
て
い
く
「
教
育
」
を
狙
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
大
佛
次
郎
が
「
幻
燈
」
で
描
い
た
の
は
、
そ

の
よ
う
な
例
で
あ
っ
た
。

　

主
人
公
が
後
に
こ
の
時
を
思
い
出
す
際
に
は
、
幻
灯
は
「
新
し
い
」
世
界
を
想
像
さ
せ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
自
分
が
属
し
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
そ
う

と
も
が
く
、
身
の
回
り
の
瓦
解
し
た
幕
府
・
士
族
の
世
界
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
福
澤
諭
吉
の
画
入
り
本
「
西
洋
事
情
」
「
学
問
の
す
ヽ
め
」「
世
界
国
尽
」

「
窮
理
図
解
」
な
ど
、
自
分
で
買
っ
た
本
を
列
挙
し
て
述
べ
て
い
る
次
の
よ
う
な
一
節
が
、
主
人
公
に
と
っ
て
の
幻
灯
の
位
置
づ
け
な
の
だ
。

　

本
を
ひ
ら
い
て
癖
の
あ
る
匂
い
を
嗅
ぐ
だ
け
で
、
助
太
郎
は
新
し
い
世
界
の
門
口
に
立
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
得
る
。
銅
版
の
挿
画
で
見
る

西
洋
人
や
、
街
の
風
景
画
は
、
い
つ
か
見
た
幻
燈
を
思
い
出
さ
せ
る
の
だ
っ
た
。
闇
の
中
に
、
輪
形
に
明
る
く
、
ぱ
っ
と
色
を
浮
き
上
ら
せ
て

は
、
次
々
に
変
化
し
て
行
く
、
あ
の
画
の
よ
う
に
不
思
議
の
世
界
に
自
分
を
導
き
、
そ
の
上
に
自
分
の
勝
手
な
夢
を
描
い
て
我
を
忘
れ
て
い
ら
れ

る
の
だ
。（
三
九
四
）

　

こ
の
引
用
の
直
後
で
も
、「
幻
燈
や
、
福
澤
先
生
の
本
の
挿
画
で
見
る
美
し
い
世
界
」（
三
九
六
）
と
繰
り
返
し
て
い
る
。
幻
燈
は
助
太
郎
に
「
不
思
議
の

世
界
」「
美
し
い
世
界
」
を
呈
示
し
た
の
だ
。

　

こ
こ
に
挙
が
っ
た
種
板
の
う
ち
、
欧
米
の
事
物
の
紹
介
に
相
当
す
る
の
は
、
実
は
少
な
い
。
明
白
な
の
は
5
．
の
ア
メ
リ
カ
く
ら
い
で
、
3
．
4
．
は
異
国

と
は
い
え
中
国
だ
ろ
う
。
10
．な
ど
は
、
場
所
を
同
定
で
き
な
い
な
が
ら
「
立
派
」
に
見
え
た
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
。

　

石
井
研
堂
な
ら
ば
こ
れ
は
「
新
」
幻
灯
と
は
呼
ば
ず
「
教
育
幻
燈
」
と
呼
ぶ
。
教
育
幻
灯
が
見
せ
る
世
界
に
ふ
れ
た
若
者
が
「
新
世
界
」
を
感
じ
た
の
が

明
治
日
本
の
幻
灯
界
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
襲
い
か
か
る
未
知
の
世
界
の
め
く
る
め
く
欠
片
を
受
け
止
め
、
ま
だ
見
ぬ
世
界
へ
の
憧
憬
を
や
し
な
う
人
た
ち

が
、
か
つ
て
日
本
に
い
た
の
だ
。

　

「
創
作
覚
え
書
」
に
も
「
あ
の
時
代
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
描
く
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
」（
三
五
）
と
あ
り
、「（
旧
時
代
の
）
闇
の
勢
力
」
を
主
人
公
の
東
京
で

の
生
活
の
「
光
明
」
と
対
比
し
、「（
若
き
者
ら
の
）
希
望
を
仄
め
か
し
て
筆
を
納
め
ん
」（
三
七
）
と
終
わ
る
。
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一
六

む
す
び

　

最
後
に
考
察
し
た
い
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
東
京
藝
術
大
学
で
教
養
科
目
の
生
物
学
を
三
木
成
夫
か
ら
受
け
た
、
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
の
回
顧
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
も
ち
ろ
ん
幻
灯
で
は
な
く
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
・
ア
プ
リ
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
ス
ラ
イ
ド
で
も
な
く
、
マ
ウ
ン
ト
し
た

フ
ィ
ル
ム
・
ス
ラ
イ
ド
で
あ
ろ
う
。

　

小
劇
場
の
よ
う
な
階
段
教
室
の
照
明
を
落
と
し
て
、
先
生
は
次
々
に
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
す
る
。
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
、
縄
文
杉
、
小
便
小
僧
、
し
め

縄
、
胎
児
の
顔
、
仏
像
、
潮
汐
表
に
ゴ
キ
ブ
リ
の
活
動
記
録
な
ど
、
奇
想
天
外
な
組
み
合
わ
せ
に
彫
刻
家
や
声
楽
家
の
卵
た
ち
は
笑
い
こ
ろ
げ

た
。
枯
淡
な
味
わ
い
の
落
語
家
さ
な
が
ら
に
座
を
も
り
あ
げ
て
聴
く
者
の
頭
と
こ
こ
ろ
を
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
、
三
木
先
生
は
三
十
億
年
の
生
命
記

憶
に
つ
い
て
語
る
の
だ
。

　

例
え
ば
、
ら
せ
ん
。
…

）
30
（

　

「
奇
想
天
外
な
組
み
合
わ
せ
」
の
ス
ラ
イ
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
も
、
大
学
の
教
養
科
目
の
生
物
学
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
あ
る
。
一
見
ば
ら
ば
ら
な
だ

け
に
、
石
井
研
堂
か
ら
大
佛
次
郎
の
流
れ
の
教
育
幻
灯
会
の
よ
う
に
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、「
三
木
先
生
は
三
十
億
年
の
生
命
記
憶
に
つ
い
て

語
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
た
時
に
、
幻
灯
講
義"la

n
tern

 lectu
re"

と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
記
憶
に
残
り
、
そ
れ
を
再
現
で
き
て

い
る
。
と
す
れ
ば
ま
さ
に
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
教
育
が
実
を
結
ん
で
い
る
。
時
代
は
こ
の
方
向
に
進
ん
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
一
つ
の
理
念
で
あ
ろ
う
が
、
今
に
至
る
ま
で
開
け
た
の
は
「
ス
ラ
イ
ド
」
も
あ
っ
て
面
白
い
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

謝
辞
　

本
稿
に
関
連
す
る
現
物
調
査
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
方
々
の
名
を
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
井
谷

正
美
園
長
は
じ
め
先
生
方
、
愛
珠
会
、
大
森
く
み
こ
活
動
写
真
弁
士
、
太
田
米
男
京
都
映
画
芸
術
文
化
研
究
所
所
長
、
池
田
光
恵
錦
影
絵
池
田
組
代
表
、
塩
瀬
隆

之
京
都
大
学
総
合
博
物
館
准
教
授
、
唐
澤
る
り
子
唐
澤
博
物
館
館
長
。
酒
井
敏
中
京
大
学
文
学
部
教
授
に
は
明
治
の
文
献
読
解
に
お
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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一
七

註
（
１
）

　

幻
燈
流
入
の
典
拠
と
す
る
石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
原
』
は
初
版
一
九
〇
八
年
以
降
の
増
補
・
改
訂
・
復
刻
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。（
佐
藤
洋
一
「
石

井
研
堂
著
『
改
訂
増
補
　

明
治
事
物
起
原
』
と
同
書
復
刻
版
の
利
用
上
の
留
意
点
」『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
』
第
9
号
一
九
九
五
、
一

－

五
四
。）
手
島
の
帰
国
に

つ
い
て
も
、
日
本
評
論
社
版
（
一
九
六
九

）
で
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
米
国
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
春
陽
堂
版
底
本
の
ち
く
ま
文
庫
版
で
は
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
の
英
国
か
ら
の
帰
国
時
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

　

石
井
研
堂
『
理
科
十
二
ケ
月
』
博
文
館
、（
明
治
三
四
）
一
九
〇
一
。

（
３
）

　

土
井
進
『
唐
澤
富
太
郎
と
教
育
博
物
館
の
研
究
　

実
物
教
育
に
よ
る
〝
も
の
〟
と
〝
こ
こ
ろ
〟
の
探
求
』
ジ
ダ
イ
社
、
二
〇
二
〇
、
一
二
頁
。

（
４
）

　

遠
藤
み
ゆ
き
「
中
島
待
乳
と
幻
燈
」『
東
京
都
写
真
美
術
館
紀
要
』（
一
五
）、
二
〇
一
六
、
七
二
頁
。

（
５
）

　

池
田
都
楽
『
仏
教
教
育
幻
燈
映
画
説
明
書
　

釈
尊
御
一
代
記
』（
明
治
二
八
）
一
八
九
五
、
巻
末
一

－

三
頁
。

（
６
）

　

教
育
博
物
館
『
教
育
博
物
館
案
内
』（
明
治
一
四
）
一
八
八
一
、（
頁
数
な
し
）。

（
７
）

　

大
日
本
教
育
會
『
大
日
本
教
育
會
雑
誌
』
第
六
號
、（
明
治
一
七
）
一
八
八
四
。
復
刻
、
宣
文
堂
書
店
出
版
部
、
一
九
六
八

－

九
、
第
六
號
、
四
九

－

五
四
頁
。

（
８
）

　

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
『
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
の
博
物
誌
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
考
古
学
』
青
弓
社
、
二
〇
一
五
。

（
９
）

　

大
阪
市
教
育
委
員
会
『
大
阪
市
立
校
園
所
蔵
品
目
録
』（
平
成
元
）
一
九
八
九
、四
五
頁
。

（
10
）

　

過
程
で
デ
ジ
タ
ル
保
存
も
完
了
し
、
上
映
可
能
な
状
況
が
整
っ
た
の
で
二
度
の
試
演
を
経
て
創
立
一
四
〇
周
年
記
念
（
二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
）
に
園
児
・
来
賓

を
迎
え
、
活
動
写
真
弁
士
つ
き
で
上
映
し
た
。
こ
の
経
緯
・
成
果
に
つ
い
て
は
別
稿
で
報
告
。

（
11
）

　

藤
森
照
信
『
建
築
探
偵
雨
天
決
行
』
朝
日
文
庫
、
一
九
九
七
、（
四
二
）

－

四
九
。

（
12
）

　

太
田
米
男
京
都
映
画
芸
術
文
化
研
究
所
所
長
の
見
解
。

（
13
）

　

『
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
の
博
物
誌
』
八
九
頁
、
分
類
番
号4

1
5
0
1
-4

3
3

。

（
14
）

　

三
原
親
輔
『
幻
燈
應
用
自
然
現
象
説
明
書
』
進
成
堂
、（
明
治
二
二
）
一
八
八
九
、
一
頁
。

（
15
）

　

M
cA

llister, "A
 B

rief E
ssa

y
 o

n
 A

n
a
to

m
y
."

小
林
義
直
譯
『
幻
燈
用
解
体
図
略
説
』
文
部
省
編
輯
局
、（
明
治
一
四
）
一
八
八
一
。

（
16
）

　

後
藤
牧
太
・
萱
生
奉
三
『
幻
燈
写
影
講
義
』
聚
星
館
、（
明
治
一
三
）
一
八
八
〇
、（
頁
数
な
し
）。

（
17
）

　

加
藤
詔
士
「
後
藤
牧
太
の
英
国
留
学
」『
英
学
史
研
究
』
二
〇
一
一
年
、
第
四
四
号
、
一

－

二
五
頁
。

（
18
）

　

田
中
彰
『
岩
倉
使
節
団
の
歴
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
、
三
二
四

－

五
。
松
村
昌
家
『
幕
末
維
新
使
節
団
の
イ
ギ
リ
ス
往
還
記
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
八
、

「
後
編
　

岩
倉
使
節
団
の
イ
ギ
リ
ス
回
覧
」
に
詳
し
い
。

（
19
）

　

S
a
lly

 M
itch

ell, "A
d

u
lt E

d
u

ca
tio

n
," A

la
n

 R
a
u

ch
, "T

ech
n

ica
l E

d
u

ca
tio

n
," in

 S
a
lly

 M
itch

ell ed
., V

ictoria
n

 B
rita

in
: A

n
 E

n
cyclop

ed
ia

 (N
ew

 Y
o

rk
:

　
　

 G
a
rla

n
d

 P
u

b
lish

in
g
, 1

9
8
8
), p

.2
4
0
, p

p
.2

4
7
-8

.

（
20
）

　

『
幻
燈
用
解
体
図
略
説
』（
15
）
参
照
。

（
21
）

　

『
大
日
本
教
育
會
雑
誌
』
第
六
號
、
四
九

－

五
四
頁
。
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幻灯が明治の人に見せたもの

一
八

（
22
）

　

こ
れ
を
「
ト
ラ
ヴ
ェ
ロ
ー
グ
」
と
呼
ぶ
の
は
大
久
保
遼
『
映
像
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
青
弓
社
、
二
〇
一
五
、
一
〇
二
頁
。
幻
灯
を
テ
ー
マ
で
分
け
る
際
の
英
語
で

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
「
旅
行
記
録
」
を
意
味
す
る
。

（
23
）

　

『
小
國
民
』
巻
号
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
編
集
方
法
に
の
っ
と
り
、
出
版
開
始
か
ら
の
年
数
と
号
数
を
記
し
、
補
足
と
し
て
西
暦
年
を
丸
括
弧
内
に
記
す
。

（
24
）

　

C
. C

o
n

sta
n

t, "M
a
n

 S
w

a
llo

w
in

g
 R

a
ts," 1

8
8
8
.

に
始
ま
る
。E

n
cyclop

a
ed

ia
 of th

e M
a
g
ic L

a
n

tern
, L

on
d

on
: T

h
e M

a
g
ic L

a
n

tern
 S

ociety, 2
0
0
1
, p

p
. 7

5
-7

6
.

（
25
）

　

こ
の
数
え
方
は
五
枚
目
を
五
映
目
と
し
て
か
ら
で
、
四
枚
目
ま
で
は
一
夜
か
ら
四
夜
と
数
え
ら
れ
て
い
た
。

（
26
）

　

加
藤
勢
喜
『
少
年
必
携
教
育
幻
燈
会
』
弘
文
舘
、（
明
治
二
三
）
一
八
九
〇
。

（
27
）

　

大
佛
次
郎
「
幻
燈
」(

一
九
四
七

－

八)

か
ら
の
引
用
は
『
ち
く
ま
日
本
文
学
全
集
38
』
一
九
九
二
、
頁
数
を
丸
括
弧
内
に
記
し
た
。

（
28
）

　

大
佛
次
郎
「
創
作
覚
え
書
　

幻
燈
」『
大
佛
次
郎
随
筆
全
集
第
三
巻
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
、
二
九

－

三
七
。

（
29
）

　

木
村
荘
八
に
よ
る
挿
画
つ
き
大
佛
次
郎
『
幻
燈
』
未
知
谷
、
二
〇
〇
九
年
、
カ
バ
ー
。

（
30
）

　

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
「
な
つ
か
し
い
一
冊
　
　

三
木
成
夫
『
内
臓
と
こ
こ
ろ
』」『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
、
二
〇
二
一
年
七
月
二
四
日
、
九
面
。

参
考
文
献

　

年
号
に
つ
い
て
は
記
載
を
丸
括
弧
内
に
記
し
、
西
暦
を
記
し
て
い
る
。

池
池
田
都
楽
『
仏
教
教
育
幻
燈
映
画
説
明
書
　

釈
尊
御
一
代
記
』（
明
治
二
八
）
一
八
九
五
。

石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
原
』（
一
九
〇
八
）、
一
九
六
九
、一
九
九
七
。

　
　

『
理
科
十
二
ケ
月
』
博
文
館
、（
明
治
三
四
）
一
九
〇
一
。

岩
本
憲
児
『
幻
燈
の
世
紀
』
森
話
社
、
二
〇
〇
二
。

遠
藤
み
ゆ
き
「
中
島
待
乳
と
幻
燈
」『
東
京
都
写
真
美
術
館
紀
要
』（
一
五
）、
二
〇
一
六
、
七
一

－

九
一
、
一
〇

－

一
四
。

大
久
保
遼
『
映
像
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
青
弓
社
、
二
〇
一
五
。

大
阪
市
教
育
委
員
会
『
大
阪
市
立
校
園
所
蔵
品
目
録
』（
平
成
元
）
一
九
八
九
、
四
五
頁
。

岡
野
英
太
郎
『
教
育
幻
燈
会
』、
近
園
書
店
、（
明
治
三
〇
）
一
八
九
七
。

大
佛
次
郎
　

村
上
光
彦
編
　

木
村
荘
八
挿
絵
『
幻
燈
』
未
知
谷
、
二
〇
〇
九
。

　
　

『
ち
く
ま
日
本
文
学
全
集
38
』
一
九
九
二
。

　
　

「
創
作
覚
え
書
　

幻
燈
」『
大
佛
次
郎
随
筆
全
集
第
三
巻
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
、
二
九

－

三
七
。

加
藤
詔
士
「
後
藤
牧
太
の
英
国
留
学
」『
英
学
史
研
究
』
二
〇
一
一
、
第
44
号
、
一

－

二
五
。

教
育
博
物
館
『
教
育
博
物
館
案
内
』（
明
治
一
四
）
一
八
八
一
。

後
藤
牧
太
述
・
萱
生
奉
三
編
『
幻
燈
写
影
講
義
』
聚
星
館
、（
明
治
一
三
）
一
八
八
〇
。
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一
九

小
林
義
直
譯
『
幻
燈
用
解
体
図
略
説
』
文
部
省
編
輯
局
、（
明
治
一
四
）
一
八
八
一
。

柵
山
人
『
日
清
戦
争
幻
燈
会
』
藍
外
堂
、（
明
治
二
七
）
一
八
九
四
。

佐
藤
洋
一
「
石
井
研
堂
著
『
改
訂
増
補
　

明
治
事
物
起
原
』
と
同
書
復
刻
版
の
利
用
上
の
留
意
点
」『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
』
第
9
号
一
九
九
五
、
一

－

五
四
。

『
小
國
民
』
一
八
八
九

－

九
五
。
復
刻
、
不
二
出
版
、
一
九
九
八

－

九
。

『「
小
国
民
」
解
説
・
解
題
・
総
目
次
・
索
引
』
不
二
出
版
、
一
九
九
九
年
。

『
少
年
必
携
教
育
幻
燈
会
』（
明
治
二
三
）
一
八
九
〇
。

大
日
本
教
育
會
『
大
日
本
教
育
會
雑
誌
』
第
六
號
、（
明
治
一
七
）
一
八
八
四
年
。
復
刻
、
宣
文
堂
書
店
出
版
部
、
一
九
六
八

－

九
。

田
中
彰
『
岩
倉
使
節
団
の
歴
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
、
三
二
三

－
八
。

土
井
進
『
唐
澤
富
太
郎
と
教
育
博
物
館
の
研
究
　

実
物
教
育
に
よ
る
〝
も
の
〟
と
〝
こ
こ
ろ
〟
の
探
求
』
ジ
ダ
イ
社
、
二
〇
二
〇
。

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
「
な
つ
か
し
い
一
冊
　
　

三
木
成
夫
『
内
臓
と
こ
こ
ろ
』」『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
、
二
〇
二
一
年
七
月
二
四
日
、
九
面
。

藤
森
照
信
『
建
築
探
偵
雨
天
決
行
』
朝
日
文
庫
、
一
九
九
七
。

松
村
昌
家
『
幕
末
維
新
使
節
団
の
イ
ギ
リ
ス
往
還
記
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
八
。

三
原
親
輔
『
幻
燈
應
用
自
然
現
象
説
明
書
』
進
成
堂
、（
明
治
二
二
）
一
八
八
九
。

山
下
恒
夫
『
石
井
研
堂
』
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
六
。

吉
澤
商
店
『
幻
燈
器
械
及
映
画
並
ニ
活
動
写
真
器
械
及
附
属
品
定
価
表
』（
明
治
三
十
八
年
十
二
月
改
正
　

第
十
五
版
）。
復
刻
版
牧
野
守
編
『
明
治
期
映
像
文
献
資
料
古

典
集
成
2
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
六
。

鷲
田
清
一
「
折
々
の
こ
と
ば
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
七
月
三
一
日
、
一
面
。

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
『
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
の
博
物
誌
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
考
古
学
』
青
弓
社
、
二
〇
一
五
。

M
itch

ell, S
a
lly

. E
d

. V
ictoria

n
 B

rita
in

: A
n

 E
n

cyclop
ed

ia
. N

ew
 Y

o
rk

: G
a
rla

n
d

 P
u

b
lish

in
g
, 1

9
8
8
.

S
crim

g
eo

u
r, C

.W
. L

a
n

tern
 L

ectu
res W

ith
ou

t th
e S

lid
es. D

u
n

d
ee: Ja

m
es P

. M
a
th

ew
 &

 C
o

., 1
9
0
7
.

E
n

cyclop
a
ed

ia
 of th

e M
a
g
ic L

a
n

tern
, L

o
n

d
o

n
: T

h
e M

a
g
ic L

a
n

tern
 S

o
ciety

, 2
0
0
1
.

M
a
son

,s S
eries of L

ectu
res for th

e L
a
n

tern
: H

istorica
l C

ollection
 from

 th
e B

ritish
 L

ib
ra

ry. L
o
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【別表二】
『小國民』（1889-1895）の教育幻燈会とその他のスクリーン・プラクティス

年目・号 西暦 番号は教育幻燈会　他は頁数と概要を各号末に記載

3・3　1891 p.30 幻灯参観誘う

3・8 pp.14-16 幻燈会・仕組・雷神例

3・9 pp.15-16 幻燈会続き、滑稽

3・10 pp.6-7 ばけもの　三種紹介

3・17 pp.14-15 新式幻灯画　煙画　だるまさんの豆腐買い Cf. 4・17

4・13　1892 p.11 活人画

4・16 記載無 （1）夜 p22-3　教育幻燈会紹介　初出

4・17  2 夜 コロンブス

pp.8-9  透明ガラス着色面と黒面に縫い針　Cf. 3・17

4・18  3 夜 コロンブス

 4 夜 幽霊を現す法

4・19 以下映 5 萬代橋

 6 表紙　四角囲み部分

 7 てこ

 8 てこ

 9 グラッドストン

pp.34-35 影絵

4・20  10 シカゴ　

 11 シカゴの公園

 12 視覚玩具

 13 フレデリック大王

4・21

4・22  14 20 号表紙　米議事堂

 15 前回表紙　天神橋

 16 泉岳寺

 17 いたずら

4・23  18 滝野川紅葉

 19 つる掛岩

 20 ひも結び

 21 ペルシア回教堂

 22 表紙　ペルシア茶店

4・24  23 日光

 24 神田明神

 25 フィリップ・シドニー

 26 ペルシア農夫

5・1　1893  27 支那人

 28 正月

 29 H.D. ウィンブレドン 

5・2  30 ペーター・ガッセンヂ―

 31 ドイツうつし絵

 32 大工

5・3

5・4  33 表紙　嵐山

 34 蜃気楼

 35 水上蜃気楼

 36 衣服

 37 第一国立銀行

 38 高塔

 39 ヴェネツィア貴族　絵が 2 枚

5・5  40 櫻

 41 表紙　桜田門

 42 シカゴ玉乗り

5・6  43 レオナード徳行　4 枚

pp.36-38 幻影

5・7  44 表紙舟橋
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 45 ポンペイ

 46 支那ちょうちんまつり

5・8  47 表紙　鹿児島城

 48 NY

5・9  49 グレース・ダーリング

 50 上野公園

 51 オペラ座

 52 ニコライ堂

5・10

5・11  53 大村益次郎

 54 表紙　古銭

 55 モスクワ

5・12

5・13

5・14

5・15  56 妙義山　前号表紙（ママ　実際は前々号）

 57 支那人読書

 58 ブリストルのアメリア　4 枚

5・16

5・17  59 羽黒山

 60 表紙　西郷の墓

 61 四條河原

5・18  62 善光寺　表紙

 63 駅鈴

5・19  64 石山寺

 65 鹿島要石

5・20

5・21  66 博覧会のカリフォルニア館

 67 アイダホ館

 68 表紙　倉宗吾神社

 69 石巻港

p.7 撮影速寫圖　マイブリッジ

5・22  70 近江地図

 71 耳塚

5・23

5・24

6・1 ＊ 1894 表紙 幻灯　懸賞当選　5 年 23 号発表小画師筆

6・2 ＊  72 天橋立

 73 支那人舟家

6・3 ＊ p.35 怪しき紋

6・4 ＊

6・5 ＊

6・6 ＊

6・7 ＊

6・8 ＊  74 支那人馬車

 75 ワシントン生地

 76 楊柳の花

6・9 ＊

6・10

6・11  77 英国古城門

 78 生田萬

6・12

6・13  79 西野文太郎墓

 80 虫の巣と蝶

6・14

6・15  81 表紙　大鳥圭介先生  

 82 高橋お傳

 83 支那上海
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6・16  84 革命ハワイ

6・17  85 李鴻章

 86 大院君

 87 支那少女

 88 表紙　支那の少婦

6・18

6・19 pp.28-31 新幻灯　髭男鼠呑み込み

6・20  89 樺山資紀

 90 野津道貴　平壌戦

 91 蹴鞠　牙山（アサン市）

 92 弾丸硝薬

 93 一里塚

 94 槓杆遊戯

 95 表紙　支那の発明

6・21

6・22

6・23  96 表紙　清　将校

 97 支那兵士

 98 天津

 99 白河（ぺーほー）

 100 溺死清兵

6・24

7・1　1895

　　2

　　3

　　4 p. 50 投書　幻燈会報告。

　　5

7・6  101 浅川大尉　7・1 へ

 102 榕樹　インドの木

 103 水戸公園　表紙

7・7 p.14 パノラマ

　　8 以下なし

　　9

　10

　11

　12

　13

　14

　15

　16

　17

　18

少國民 1

　　　 2

　　　 3

＊ 6・1 ～ 6・9 は表紙に

幻燈投影に興じる子どもたち

【図 13】表紙が幻燈上映会の体裁
6 年 4 号 1894。
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【図 1】販売種板表 1

表 2
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【図 2】教育博物館内部之図

【図 3】幻燈場面　筑波学校技芸すごろく　より
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【図 4】日本語情報書き込み　京都大学総合博物館蔵

【図 5】日本語情報はないが　愛珠幼稚園蔵

28



幻灯が明治の人に見せたもの

二
八

【図 6】大阪市立校園所蔵品目録より

【図 7】吉澤カタログより
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【図 8】松の木に注目　愛珠幼稚園蔵

【図 9】遠景トナカイに注目　愛珠幼稚園蔵
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【図 10】新幻燈　髭男鼠吞み込み　『小國民』　6 年 19 号 1894。
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【図 11】例 1　Encyclopaedia of the Magic Lantern, p.75.

例 2　Encyclopaedia of the Magic Lantern, p.76.

例 3　左半月形の開きに覗くガラスを上下することで髭男の口が開閉し、今は布団上の鼠が

右ハンドルを回すと円を描くように動き、髭男に呑み込まれても、また寝台下から現れ…。

岩田託子蔵　　
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【図 12】種板題目と説明が並ぶ【図 12】表紙
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